
時代の流れは省エネからゼロエネ住宅へ変化しつつあります。先々月号で車のEV化に触れました
が、これからの住まいも脱炭素化が一気に進みそうな雰囲気です。 
しかし脱炭素化には、大きなコストがかかります。太陽光発電機、ガス自家発電機、作った電気を貯
める蓄電池、ハイブリット車から給電するV2Hシステム等々。そして作った電気を貯めるために必
要なものが、開発、改善が進む蓄電池です。 
この蓄電池のコストダウンが、大きな鍵を握っています。 

さて、ゼロエネルギー住宅(ZEH
ゼ ッ チ

)ってなんでしょうか？。 
ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）とは「外皮※1の断熱性能等を大幅に向上させるとともに、高効率
な設備システムの導入により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生
可能エネルギーを導入することによって、年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロとすることを目指
した住宅」です。（※1とは、外壁・床・天井、窓などを意味します） 

簡単にいうと断熱性能を高め、消費するエネルギーをできるだ け少なくする。と言う考えです。 

そこで一次エネルギー消費量と言う言葉ですが、通常は断熱性能だけお考えと思いますが、北海道
の場合、太陽の光（熱量）を取り入れる事により、冬
季の暖房にかかる燃料消費量を抑える、また  電気の
消費量が少ない器具の採用（LED照明）等、トータ
ルでエネルギー消費量、車で言う燃費を抑える事の
できるお家の基準です。 

ZEHを語る前に、住まいの設備機器についてもお施
主様側の認識を変える必要があると思います。 

特に暖房ボイラーですが、高効率型の採用をおす
すめしています。しかしここでネックになるの
は価格差です。やはり高効率型の器具は従来
型の器具と比較すると若干お高くなります。 

その分、燃料の消費効率が良く結果、省エネに
繋がってきます。更に設備機器でキッチン、洗面化
粧台、ユニットバスなどに使われている水栓も省エ
ネタイプを使うと水の消費量を抑える事ができま
す。この様に全ての機器で省エネタイプの器具を
選択する事により、一次エネルギー消費量を抑え、
燃費の良い住まいとなります。 

一次エネルギー消費量を抑える事で創エネの負荷が少なくてすみます。創エネですが、
電気を作ると言う意味合いで使われています。住宅の分野では太陽光発電が一番仕組み的

に確立されています。 
北海道の場合は地域的な問題で太陽光発電の効率が低
く、ZEHに必要な発電量が確保出来ない場合がありま
す。そこでＮｅａｒｌｙZEH(75%以上削減)と言う外皮の
高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可
能エネルギー等により年間の一次エネルギー消費量の
収支をゼロに近づけた住宅も設定されています。 
 

 

● 窓の断熱性能を上げる ⇨ トリプルLow-Eガラスを採用する 
● 太陽の光を十分に活用する ⇨ 南向きなどの窓に熱取得率の高い窓ガラスを採用する 
● 高効率タイプの暖房、給湯機器を選択する ⇨ エコジョーズ、 エコフィール等 
● 節水・保温効果の高いタイプの機器を選択する ⇨ 節水トイレ、節水水栓、断熱浴槽を採用する 
● 外壁・屋根、天井の断熱性能を上げる ⇨ 断熱材を厚くする、K値の良い材料を使う 

ZEHにするためには？ 手法の一例として

ZEHハウスは太陽光発電を採用する事により、結果的に防災ハウ
ス的な要素も備えています。これからの住まいは防災も考慮し、ま
たCO2削減に配慮した住まいづくりをお薦め致します。 
   車を活用した蓄電システムの構築、また蓄電池を設置、活用する事
により災害時の電気供給を可能とします。是非住宅のZEH化の検
討をお薦め致します。 

熱貫流率
0.86
W/（㎡・K）

※3

アルゴンガス

内外Low-Eガラス

トリプルガラス（アルゴンガス入り）
内外2枚をLow-Eガラスで構成したトリプルガラスを
採用。空気に比べ熱の伝わりを約30%抑えるアルゴ
ンガスを封入。

LIXILエルスターX

窓からの熱の出入りを防いで、外気温に左右されにくい
快適な室内環境をつくる。断熱性を高めることは冬の寒
さはもちろん、夏の暑さ対策にもつながります。断熱性能に
こだわるなら、グリーンがおすすめ。優れた断熱性能で、
冷暖房の熱ロスを抑えます。

室内に採り込む太陽エネルギーの割合を表す「日射熱
取得率」。この数値が高いほど、日射熱を多く採り込むこ
とができ、冬の暖房費低減につながります。クリアは49%と
いう高い日射熱取得率で、冬のお部屋に暖かい日差しを
たっぷり採り込むことができます。

日射熱を採り入れるなら

Low-Eクリア×Low-Eクリア
日射熱を抑えるなら

Low-Eグリーン×Low-Eグリーン

熱貫流率

0.59
W/（㎡・K）

熱貫流率

0.61
W/（㎡・K）

日射熱
取得率

33％
日射熱
取得率

49％
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代表取締役社長　石﨑　昭仁代表取締役社長　石﨑　昭仁

江別のみなさん、こんにちは。
 8 月です。暑い暑い夏です！。
最近では北海道といえども、気温がかなり高く
なってきています。
家の中、外出先にかかわらず、小まめな水分補給
を心掛けましょう。 太陽光発電と蓄電池を設置した模式図

太陽光発電と電気自動車を設置した模式図

資料：国土交通省

クリア 

太陽からの熱
を積極的に取
り入れる

グリーン　熱を逃がしづらい

point!! 

窓ガラスの配
置により一次
エネルギー消
費量を抑える
事が可能とな
ります

外壁の高断熱化にスーパーウォールを 
お薦めします

熱損失の多い開口部は、トリプルガラス入
りサッシの採用をお薦めします

北海道は、冬の暖房負荷を抑える工夫が必要です★外壁の断熱方法の一例

(太陽光発電などを利用してエネルギーを創る事を必須条件としています)

東京防災へ

防災準備を

始めましょ

う！！

イア詳しくはホームページで
いろいろな情報を掲載

組崎石ムーホイ

載しています。
  
  

江別市幸町14 - 3
Tel（011）382 - 5141

快適な住まいをデザインする　
http://www.ishiza
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